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主な内容
 Ｐ２ 平成31年第１回定例会概要
 Ｐ９ 常任委員会報告　　　
 Ｐ１２ 市政を問う「一般質問」

 Ｐ１９ 議会のうごき
 Ｐ２０ ６月定例会会期日程（案）



292億7,995万円
ピックアップ

【事業目的】
　人口減少対策として、出会いから結婚までの切れ目ない支援
を行い、合計特殊出生率の改善に向け婚姻数の増加を図る。

【主な新規事業内容】
①「お見合いシステム」登録促進補助金
　長崎県婚活サポートセンターが運営する会員制のデータマッチング
システムへの登録料を補助する。

②婚活支援広報事業
　タウン誌等での婚活イベントを周知する。

③カップル応援事業
　出会いから結婚までサポートする市民の方を「世話やき隊」として
市で登録し、結婚に至るまでをサポートする。

④結婚奨励金
　新たに結婚した夫婦に奨励金を交付し、経済的負担を軽減する。

⑤結婚新生活支援事業
　結婚に伴う新居の費用や引越し費用等を補助する。

⑥結婚応援専任の嘱託職員を配置する。

※令和３年度までの奨励金
　３年以上市内に定住する等の条件で、結婚したカップルに奨励金を交付する。
　　・夫婦ともに雲仙市へ転入　60万円　　　　・その他の場合　50万円
　　・夫婦のいずれかが雲仙市へ転入　55万円
　　　上記を３年間に分割して交付する。

結婚応援事業【新規】� 2,630万4千円

新・子育て
応援パッケージ
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令和元年度一般会計当初予算

令和元年度事業

【事業目的】
　雲仙市における情報通信の格差を是正するため、市内全域に超高速ブロードバンド基盤
（光ファイバー網）を構築し、市民や事業所のインターネット等利用環境の改善を図る。

【事業概要】
○事業主体　民間通信事業者
○事業期間　令和元年度～令和3年度
○事業内容　	民間通信事業者が整備する超高速ブロードバンド	

基盤整備事業費の一部を助成する。

超高速ブロードバンド基盤整備事業【新規】
� 3億349万6千円

【事業目的】
　不特定多数の者の利用に供する施設の設置者が、自らの施設に自動体
外式除細動器	（ＡＥＤ）を設置または更新する際の費用の一部を補助す
ることにより救命率の向上を図り、市民の安全及び安心に寄与する。

【事業内容】 
　不特定多数の者の利用に供する施設においてＡＥＤを設置または更
新する者に対し、費用の一部を補助する。

◎対象施設　　　　　　　　　　　　　　　　　◎対象機器
　⑴宿泊施設　　　　　　　　　　　　　　　　　⑴ＡＥＤ本体
　⑵自治公民館　　　　　　　　　　　　　　　　⑵パッド
　⑶福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　　⑶バッテリー
　⑷保育所・幼稚園・認定子ども園　　　　　　　⑷屋外設置ボックス
　⑸その他不特定多数の者の利用に供する
　　施設として市長が認める施設

◎補助率　1／２（1施設につき各対象機器を1回限り）

ＡＥＤ設置費補助事業【新規】� 300万円
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【事業目的】
　消費税10％への引き上げが低所得者・子育て世帯（０～２歳児）の消費に与える影響を緩和す
るとともに、地域における消費を喚起・下支えするため、プレミアム付商品券を販売する。

【事業内容】
　①対象者：	・令和元年度住民税非課税者（住民税課税者と生計同一の被扶養者や生活保護受給者は除く）
	 ・3歳未満の子が属する世帯の世帯主
　②プレミアム額：5,000円（25,000円分商品券を20,000円で販売）
　③商品券仕様：1冊5,000円分（500円×10枚綴り）を4,000円で販売。
　　　　　　　　※対象者1名当たり５冊まで購入可能

プレミアム付商品券事業【新規】� 2億8,456万6千円

【事業目的】
　乳幼児を養育している保護者に対し、おむつ等育児用品の購入費用を
助成することで、子育て家庭の経済的負担を軽減し、安心して子どもを
産み育てられる環境づくりを行う。

【事業内容】
①交付の対象	 市内に住所を有する満２歳未満児の保護者又は当該交付対象児を養育する者
②交付額	 交付対象児1人当たり月額2,000円
③交付対象期間	 	交付対象児の出生日の属する月から満２歳の誕生日の属する月

の前月まで
④交付の内容	 	対象者は市が交付した助成券を用いて市指定の取扱店において

育児用品を購入できる。
⑤対象用品	 おむつ関連用品、授乳関連用品等の育児用品

育児用品購入助成事業【新規】� 825万4千円

【事業目的】
　屋内スポーツの拠点施設として、市民の健康増進や地域活性化に重要な役割を担ってきた現在
の小浜体育館（昭和41年竣工）が、耐震診断の結果、「耐震性なし」と診断されたことを受け、
小浜町の魅力のある温泉（観光）と融合したスポーツツーリズムを推進し、併せて文化・レクリ
エーション機能を合わせた複合施設として、多世代が交流する
賑わいのまちづくりの拠点施設として整備を行う。

【事業内容】
事業期間	 平成30年度～令和４年度
施設概要	 主要構造：鉄筋コンクリート構造、一部鉄骨造
	 階数：２階建て
	 延床面積：約5,000㎡

小浜体育館整備事業� 3,357万6千円

小浜体育館　イメージ図

新・子育て
応援パッケージ

★令和元年10月実施
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【事業目的】
　令和元年度オープンを予定している「愛の夢未来センター」が、親しみやすく、交流と賑わい
を創出する施設となるよう、備品購入等の環境整備及び施設の管理運営に取り組み、更なる市民
サービスの向上を図る。

【事業内容】
○図書室の開設及び管理運営
　・オープンに向けた図書の配架作業及び蔵書整理等
　・図書室長、図書司書（3名）の配置
○施設の管理運営
　・施設清掃、警備や設備保守点検等
　・技術管理職員及び施設管理人の配置
○施設の環境整備
　・図書室、ホール、各種会議室の備品等の整備

愛の夢未来センター運営費【新規】
� 1億4,589万3千円

【事業目的】
　地域住民の安全確保を図るため、	
右記の事業等を行う。

　・道路改良事業	 29箇所
　・河川改良事業	 1箇所
　・急傾斜地崩壊対策事業	 1箇所

【事業内容】

地区名 箇所数
道路 河川 急傾斜

国 見 地 区 3 　 　
瑞 穂 地 区 6 1 　
吾 妻 地 区 7 　 　
愛 野 地 区 3 　 1
千々石地区 3 　 　
小 浜 地 区 3 　 　
南串山地区 3 　 　
雲 仙 地 区 1 　 　

市道・河川改良及び急傾斜地崩壊対策事業
� 8億8,750万円

【事業目的】
　市内河川の巡回及び河川敷地内に繁茂する草木等の伐採により、
通水断面の確保並びに環境保全等河川の適正な維持管理を行うこと
で、降雨による氾濫被害の防止と地域住民の不安解消を図る。

【事業内容】
　市内河川の維持管理を専門的に行う河川管理員を配置し、河川の
巡回や通水断面阻害の要因となっている葦、雑木等の伐採及び撤去を行う。

河川管理員配置事業【新規】� 1,291万1千円

愛の夢未来センター　イメージ図

千々石川
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賛　成 反　対
討 論

　消費税が8％になって家計消費は回復し
ておらず、実質家計消費は減っている。増
税される度に経済は落ち込み、地域は疲弊
している。憲法の基本に立ち返って応能負
担制度を守るべきであり、増税はすべきで
はない。
� （矢﨑 勝己 議員）

　本年10月からの消費税率引き上げの財源
をすべて社会保障費に充て安定財源を確保
する事で、将来世代への負担の先送り軽減
を同時に実現するものであり、雲仙市にお
いても新たな子育て支援事業などの取り組
みが予定されている。
� （藤本 淳次郎 議員）

　平成31年度一般会計予算案は、中期財政
計画及び総合計画に基づき、雲仙市の課題
である人口減少問題の克服や地域経済力の
活性化策等に限られた財源を計上されてお
り、市民生活にとって重要な予算であると
判断する。
� （浦川 康二 議員）

　反対理由の第1はプレミアム付商品券事
業。普段現金で買う分が商品券での購入に
置き換わるだけで、消費拡大にはならない。
第2はマイナンバー関連事業。必ず個人情
報が漏えいし、深刻な被害が出る。
� （上田  篤 議員）

◆平成31年度雲仙市一般会計予算案　

　平成30年度から県が財政運営の主体とな
り、平成31年度に資産割を廃止し低所得者
の保険税額についても、減額措置が見直さ
れている。更に、医療費適正化の観点から、
各種保健事業に取り組んでおり、健全な国
保運営に向け努力されている。
� （平野 利和 議員）

　平成30年度から「国保の県単位化」が施
行されたが、高すぎる国保税は解消されて
いない。市町の裁量で「法定外の繰入れ」
などは実行可能だ。「払える国保税」とす
るための勇気ある決断を行うべきだ。
� （上田  篤 議員）

◆平成31年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案

　総人口が減少している中、高齢者の占め
る人口割合は増加し、逆に働く世代の人口
割合は減少しており、若者世代に応分の負
担を求めるには限界もきている。すべての
方が安心して医療を受けられる社会を維持
する為の後期高齢者医療制度である。
� （平野 利和 議員）

　後期高齢者医療制度は2年ごとに見直し
があり、軽減特例措置や医療費の増加に応
じて保険料が上がる。75歳の年齢で差別さ
れている。憲法の第14条や第25条に反し
ている。誰もが合意する制度にするべきと
考える。
� （矢﨑 勝己 議員）

◆平成31年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案

◆�2019年10月からの消費税率10％への引き上げの中止を� �
求める意見書を国会へ提出することを求める請願　
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案 第 2 号 雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 3 号 雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 4 号
雲仙市小浜北串住民センターの設置、利用及び管理等に関する条例及び雲仙
市農業振興地域整備促進協議会の設置に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決

議案 第 5 号 雲仙市土地開発基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 6 号 雲仙市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 7 号 雲仙市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 8 号 雲仙市国民宿舎条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 9 号 雲仙市特別会計条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 10 号 雲仙市愛野農業者トレーニングセンターの設置及び管理等に関する条例を廃止
する条例について 原案可決

議案 第 11 号 雲仙市社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 原案可決

議案 第 12 号 雲仙市みずほすこやかランド体育施設の設置及び管理に関する条例等の一部を
改正する条例について 原案可決

議案 第 13 号 雲仙市立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 14 号 雲仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 15 号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決

議案 第 16 号 平成３０年度雲仙市一般会計補正予算（第５号）案について 原案可決

議案 第 17 号 平成３０年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 18 号 平成３０年度雲仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 19 号 平成３０年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第 20 号 平成３０年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

平成31年第１回雲仙市議会定例会　議決結果
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賛　　否　　表

※�本会議において賛否が分かれた�
議案について掲載しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結　
　
果

表
決
数

藤
本
淳
次
郎

山
本　

松
一

大
山　

真
一

矢
﨑　

勝
己

渡
辺　

勝
美

佐
藤　

義
隆

林
田　

哲
幸

坂
本　

弘
樹

酒
井　

恭
二

平
野　

利
和

深
堀　

善
彰

上
田　
　

篤

町
田　

康
則

松
尾　

文
昭

大
久
保
正
美

小
畑　

吉
時

小
田　

孝
明

浦
川　

康
二

平成31年度雲仙市一般会計予算案 可決 16：2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成31年度雲仙市国民健康保険特
別会計予算案 可決 15：3 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成31年度雲仙市後期高齢者医療
特別会計予算案 可決 16：2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

２０1９年1０月からの消費税率1０％へ
の引き上げの中止を求める意見書を
国会へ提出することを求める請願

不採択 2：16 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

○賛成　　●反対

議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案 第 21 号 平成３０年度雲仙市水道事業会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第 22 号 平成３１年度雲仙市一般会計予算案について 原案可決

議案 第 23 号 平成３１年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について 原案可決

議案 第 24 号 平成３１年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について 原案可決

議案 第 25 号 平成３１年度雲仙市下水道事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 26 号 平成３１年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 27 号 平成３１年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 28 号 平成３１年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 29 号 平成３１年度雲仙市水道事業会計予算案について 原案可決

議案 第 30 号 和解について 原案可決

請願 第 1 号 ２０１９年１０月からの消費税率１０％への引き上げの中止を求める意見書を国会へ
提出することを求める請願 不採択

8雲仙市議会だより●第60号（令和元年5月)



常任委員会報告

意
見　
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
市
長

へ
の
専
決
処
分
委
任
事
項
が
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
本
条
項
を
規
定
す
る

の
み
で
は
委
任
事
項
の
指
定
に
不
備

が
あ
り
、
現
時
点
で
は
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、更
な
る
調
査
、

研
究
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
全
会
一
致
で
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

質
疑　
「
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
に
挙
げ
て
い
る
各
種
事
業

に
お
い
て
、
市
民
へ
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答
弁　
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
市

民
が
必
要
と
す
る
補
助
制
度
が
異
な

る
と
考
え
る
の
で
、
一
目
見
て
わ
か

る
よ
う
な
形
で
、
市
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
周
知
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

意
見　
雲
仙
市
が
一
体
と
な
っ
て
人

口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
新
年
度
か

ら
の
目
玉
事
業
の
一
つ
で
あ
る
の

で
、
所
管
を
越
え
て
横
の
連
携
を
と

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

質
疑　
自
治
会
活
動
活
性
化
交
付
金

に
お
い
て
、
交
付
基
準
が
見
直
さ
れ

る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
事
務
の
効
率
化
を
図
る
と
い

う
目
的
で
、
現
在
、
自
治
会
長
連
合

会
へ
改
正
案
を
提
案
し
て
い
る
。
平

成
31
年
度
で
見
直
し
を
行
い
、
平
成

32
年
度
施
行
予
定
と
し
て
い
る
。

質
疑　
A
E
D
設
置
費
補
助
事
業
の

財
源
は
一
般
財
源
が
1
0
0
％
で
あ

る
。
営
利
目
的
で
あ
る
宿
泊
施
設
等

も
設
置
対
象
施
設
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
来
は
自
己
資
金
で
設
置
す
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
、
宿
泊
施
設
関

係
の
団
体
等
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の

か
。

答
弁　
要
望
は
あ
っ
て
い
な
い
が
、

A
E
D
設
置
費
補
助
に
つ
い
て
は
、

議
会
か
ら
要
望
や
提
案
を
受
け
、
ま

た
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
市
内
の
多
く
の

施
設
に
A
E
D
を
設
置
す
る
こ
と
が

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
」
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
も
の
と
考
え
た
。
宿
泊
施

設
が
営
利
を
目
的
と
す
る
企
業
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
施
設

周
辺
に
居
住
す
る
市
民
の
安
心
・
安

全
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

意
見　

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
宿
泊
施
設
に
設
置
さ
れ
た
A
 E 

D
は
誰
も
が
使
い
や
す
い
場
所
に
設

置
し
、
ま
た
A
E
D
を
設
置
し
た
施

設
の
周
知
を
市
民
へ
し
っ
か
り
行
っ

て
ほ
し
い
。

要
望　
今
後
、
補
助
要
綱
を
作
成
す

る
際
、
多
く
の
市
民
が
利
用
で
き
る

施
設
が
優
先
し
て
設
置
で
き
る
よ

う
、
優
先
順
位
を
明
記
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

採
決　
賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

●
討
論
の
内
容
は
P
6
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
今
回
の
議
案
に
関
連
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

債
権
管
理
条
例
の
制
定

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案

2
0
1
9
年
10
月
か
ら
の
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
を
国
会
へ
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願

現
地
調
査
を
実
施

付　　託　　案　　件 審議結果
債権管理条例の制定 継続審査
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
	 ほか　２件 原案可決

平成31年度一般会計予算案　ほか1件 原案可決
2019年10月からの消費税率10％への引き上げの中止を求める
意見書を国会へ提出することを求める請願 不採択

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
5
件
、不
採
択

1
件
、継
続
審
査
1
件
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務
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社
会
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

質
疑　
現
在
の
愛
野
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
床
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
だ
が
、
愛
野
体
育
館
と
な
っ

た
場
合
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
は
利
用
で
き
る
の

か
。

答
弁　

床
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
ラ

バ
ー
状
の
床
で
あ
る
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
は
コ
ー
ト
が
取
れ
ず
リ
ン
グ

も
な
い
た
め
利
用
が
不
可
能
で
あ
る

が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
利
用
可
能
で
あ
る
た
め
申
請
が

あ
れ
ば
利
用
さ
せ
た
い
。

質
疑　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ

い
て
、
対
象
者
は
0
歳
か
ら
2
歳
ま

で
と
住
民
税
非
課
税
者
と
い
う
の
は

わ
か
る
が
、
対
象
者
に
対
し
て
市
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
か
、
そ

れ
と
も
市
民
自
ら
自
主
的
に
申
請
す

る
の
か
、周
知
等
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　
国
か
ら
詳
細
な
方
針
は
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
3
年
前
の
臨
時
福

祉
給
付
金
と
同
様
に
、
税
務
課
と
共

同
で
対
象
者
を
抽
出
し
、
商
品
券
引

換
券
の
申
請
案
内
通
知
な
ど
を
送
付

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　
育
児
用
品
購
入
助
成
事
業
に

つ
い
て
、
市
が
助
成
券
を
交
付
す
る

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
助
成
す
る
の

か
、
ま
た
、
市
が
指
定
す
る
指
定
店

や
対
象
商
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

答
弁　
時
期
に
つ
い
て
は
、
10
月
か

ら
の
幼
児
教
育
無
償
化
に
合
わ
せ
て

10
月
1
日
を
基
準
と
し
、
10
月
1
日

時
点
で
満
2
歳
未
満
の
方
は
誕
生
月

の
前
月
ま
で
の
支
給
、
10
月
1
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
は
出
生
月
以
降
分

を
支
給
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
何
カ
月
分
支
給
す
る
の
か

は
、
こ
れ
か
ら
要
綱
等
を
整
備
し
て

い
く
中
で
、
で
き
る
だ
け
ま
と
め
て

使
い
勝
手
が
い
い
も
の
に
し
、
対
象

商
品
に
つ
い
て
は
、
育
児
用
品
が

色
々
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
広
く
対

象
商
品
と
し
て
い
き
た
い
。
指
定
店

に
つ
い
て
は
、
募
集
を
か
け
て
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
を
指
定
店

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　
保
育
園
等
副
食
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
構
築
の
経
緯
等
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
保
育
料
の
中
に
は
1
号
、
2

号
、
3
号
認
定
が
あ
る
が
、
1
号
認

定
の
幼
稚
園
に
通
う
幼
児
教
育
に
つ

い
て
副
食
費
は
実
費
徴
収
と
な
っ
て

い
る
。
2
号
認
定
の
保
育
園
に
通
う

者
に
つ
い
て
は
副
食
費
の
み
が
保
育

料
の
中
に
入
っ
て
い
た
が
、
今
回
の

幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
り
1
号
認
定

と
同
様
に
副
食
費
を
実
費
徴
収
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
は
、
今
ま
で

保
育
料
で
払
っ
て
い
た
も
の
が
実
費

負
担
に
な
る
だ
け
で
な
ん
ら
変
わ
り

は
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る

が
、
市
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
独
自
に

保
育
料
無
償
化
を
実
施
し
て
い
た
た

め
、
副
食
費
の
負
担
増
と
な
っ
た
部

分
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

質
疑　
小
中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出

場
補
助
金
に
つ
い
て
、
申
請
事
務
の

簡
素
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
申
請
事
務
の
簡
素
化
を
す
る

よ
う
進
め
て
い
る
が
、
他
課
と
の
調

整
や
関
係
団
体
へ
の
周
知
が
図
れ
な

か
っ
た
た
め
、
平
成
31
年
度
中
に
調

整
し
関
係
団
体
等
へ
周
知
を
図
り
た

い
。

平
成
31
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
案

質
疑　
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
4
月
1
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス

が
本
庁
及
び
各
総
合
支
所
で
開
始
さ

れ
る
が
、
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

答
弁　
広
報
う
ん
ぜ
ん
4
月
号
及
び

4
月
以
降
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案

付　　託　　案　　件 審議結果

国民健康保険税条例の一部を改正する条例　ほか５件 原案可決

平成30年度一般会計補正予算案　ほか２件 原案可決

平成31年度一般会計予算案　ほか3件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
13
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
厚
生
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産
業
建
設

付　　託　　案　　件 審議結果

国民宿舎条例の一部を改正する条例　ほか４件 原案可決

損損害賠償の額の決定及び和解 原案可決

平成30年度一般会計補正予算（第５号）案　ほか3件 原案可決

平成31年度一般会計予算案　ほか４件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
15
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
疑　
平
成
31
年
度
か
ら
宿
泊
と
食

事
の
提
供
を
休
止
す
る
の
に
、
な
ぜ

平
成
32
年
度
か
ら
指
定
管
理
に
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
弁　
今
回
、
国
民
宿
舎
望
洋
荘
あ

り
方
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
当
面

の
運
用
方
針
と
し
て
、
指
定
管
理
や

民
間
委
譲
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
と
い
う
答
申
を
受
け
た
。
こ
の

こ
と
に
鑑
み
、
指
定
管
理
を
行
お
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑　
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業
で

あ
れ
ば
食
事
等
の
提
供
が
可
能
な
の

か
。

答
弁　

自
主
事
業
と
し
て
相
談
が

あ
っ
た
場
合
の
整
理
を
行
っ
て
い
な

い
た
め
、
6
月
議
会
ま
で
に
議
会
へ

示
し
た
い
。

意
見　
仮
に
指
定
管
理
者
が
自
主
事

業
で
食
事
提
供
を
行
い
、
食
中
毒
や

偏
っ
た
仕
入
れ
が
発
生
し
た
場
合
、

困
る
の
は
市
で
あ
る
。
食
事
提
供
を

行
う
指
定
管
理
者
に
責
任
を
負
わ
せ

る
よ
う
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
た

め
、
宿
泊
と
食
事
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
で
あ
っ
て
も
実
施
し

な
い
方
向
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

質
疑　
国
の
基
準
に
準
じ
た
改
正
を

す
る
理
由
は
何
か
。

答
弁　
現
在
、
長
崎
県
の
条
例
に
準

じ
て
占
用
料
を
決
定
し
て
い
る
が
、

県
内
に
お
い
て
、
長
崎
市
以
外
の
市

は
全
て
国
の
基
準
に
準
じ
て
占
用
料

を
決
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

質
疑　
過
去
に
も
防
護
柵
の
老
朽
化

に
よ
る
事
故
が
起
き
て
い
る
た
め
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
現
状
を
把
握

し
、
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

答
弁　
来
年
度
か
ら
配
置
を
予
定
し

て
い
る
河
川
管
理
の
嘱
託
職
員
に
よ

り
、
防
護
柵
に
つ
い
て
も
定
期
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

意
見　
韓
国
、
中
国
、
香
港
及
び
経

済
発
展
が
見
込
ま
れ
る
東
南
ア
ジ
ア

に
対
す
る
誘
致
は
、
力
を
弱
め
る
こ

と
な
く
引
き
続
き
行
い
、
加
え
て
今

回
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て

も
広
域
連
携
し
た
P
R
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
る
が
、
長
崎
空
港
と
香
港

を
結
ぶ
定
期
便
が
で
き
て
お
り
、
誘

致
を
強
化
し
た
分
の
効
果
が
表
れ
る

と
考
え
る
。
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て

も
本
市
の
知
名
度
は
ま
だ
低
い
と
考

え
る
た
め
、
集
中
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
を
す
べ
き
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
一
番
効
果
的
な
事
業
結
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
て
ほ

し
い
。

質
疑　
市
営
小
浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
駐

車
場
は
有
料
で
、
隣
接
す
る
県
営
足

湯
駐
車
場
は
無
料
だ
が
、
県
か
ら
用

地
を
借
り
て
全
て
の
駐
車
場
を
有
料

化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　
昨
年
、
島
原
振
興
局
に
相
談

し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

の
状
況
は
運
用
上
お
か
し
い
と
考
え

る
。
足
湯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費
用

等
に
も
充
当
し
た
い
た
め
、
再
度
、

県
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
下
水
道
未
加
入
者
へ
の
訪
問

は
、
説
得
力
の
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

担
当
職
員
全
体
で
考
え
、
作
成
し
て

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　
家
族
形
態
に
応
じ
た
説
明
が

で
き
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
多
比
良
地
区
埋
立
地
の
水
源

開
発
に
よ
り
、
水
を
た
く
さ
ん
使
用

す
る
企
業
が
入
っ
て
も
水
量
は
十
分

足
り
る
の
か
。

答
弁　
企
業
に
よ
っ
て
使
用
す
る
水

量
が
異
な
る
た
め
、
一
概
に
必
要
水

量
は
言
え
な
い
が
、
日
量
3
5
0
ト

ン
を
供
給
で
き
る
水
量
で
計
画
し
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
行
っ
た
井
戸
の

調
査
で
は
日
量
9
6
7
ト
ン
の
揚
水

が
可
能
と
の
結
果
も
出
て
い
る
。

　
今
回
の
議
案
に
つ
い
て
10
箇
所
の

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

国
民
宿
舎
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案

平
成
31
年
度
企
業
誘
致
用
地
整
備

事
業
特
別
会
計
予
算
案

現
地
調
査
を
実
施
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金澤市政のここが聞きたい

 

議
員 

　
農
業
、
漁
業
、
商
工
業

な
ど
人
手
不
足
で
大
変
困
っ
て
い

る
が
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

 

産
業
部
長 　
外
国
人
労
働
者
を

受
入
れ
る
事
業
者
に
対
し
、
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

金
を
設
け
、
労
働
環
境
の
整
備
に

活
用
し
て
も
ら
う
。

 

議
員 

　
国
は
、
今
年
4
月
か
ら

始
め
る
新
制
度
で
、
単
純
労
働
も

認
め
最
大
34
万
人
の
外
国
人
労
働

者
の
受
入
れ
を
始
め
る
。

　
受
入
れ
に
は
、
①
日
本
語
学
習

支
援
は
4
2
2
の
自
治
体
が
取
り

組
ん
で
い
る
。
②
ゴ
ミ
の
分
別
に

よ
る
出
し
方
な
ど
生
活
相
談
窓
口

は
、
2
3
7
の
自
治
体
が
取
り
組

ん
で
い
る
。③
住
宅
情
報
提
供
は
、

1
1
2
の
自
治
体
が
取
り
組
ん
で

い
る
。④
祭
り
な
ど
へ
の
参
加
の
、

住
民
と
の
相
互
理
解
の
機
会
提
供

は
、
全
国
3
7
2
の
自
治
体
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
来
日
し
た
外
国

人
労
働
者
は
、
地
域
で
生
活
し
、

医
療
保
険
、
年
金
な
ど
に
加
入
す

る
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
か
市
町

村
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

と
な
る
。

　
金
澤
市
長
の
施
政
方
針
の
中
に

も
外
国
人
就
労
者
が
増
え
て
い
る

の
で
9
カ
国
語
に
よ
る
国
民
健
康

保
険
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
配
布
し
、
納
税
の
向
上
を
進

め
て
い
る
。
せ
っ
か
く
、
外
国
人

受
入
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
な

ら
、
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

さ
け
る
た
め
に
も
ゴ
ミ
の
出
し
方

な
ど
生
活
相
談
や
言
葉
問
題
等
を

入
れ
た
冊
子
に
で
き
な
い
か
。

 

総
務
部
長 　
言
葉
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
的
な

も
の
を
作
り
た
い
。

外国人労働者の受入は

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P12
松尾　文昭…P13
浦川　康二…P13
小畑　吉時…P14
大山　真一…P14

上田　　篤…P15
平野　利和…P15
林田　哲幸…P16
坂本　弘樹…P16
酒井　恭二…P17

矢﨑　勝己…P17
深堀　善彰…P18
小田　孝明…P18
佐藤　義隆…P19

市政を問う 14名の議員が一般質問

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員

市内宿泊施設で働く外国人労働者
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一般質問

 

議
員 

　
過
去
4
年
間
の
出
会
い・

結
婚
・
移
住
・
定
住
の
実
績
は
。

 

総
務
部
長 　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
18

回
、
マ
ッ
チ
ン
グ
数
18
組
、
成
婚

数
6
組
、移
住
相
談
数
2
4
2
件
、

移
住
者
30
世
帯
56
人
で
あ
る
。

 

議
員 

　
合
併
か
ら
10
年
間
と
平

成
28
年
か
ら
30
年
ま
で
年
平
均
の

人
口
減
少
の
推
移
は
。

 

総
務
部
長 　
10
年
間
の
年
平
均

数
は
6
0
7
人
で
あ
っ
た
が
、
28

年
か
ら
4
年
間
の
年
平
均
数
は

5
4
7
人
と
減
少
し
て
お
り
、
特

に
社
会
的
減
少
に
お
い
て
改
善
が

み
ら
れ
る
。

 

議
員 

　
新
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、出
会
い
結
婚
、

子
育
て
支
援
と
切
れ
目
の
な
い
新

た
な
事
業
の
中
で
、
市
民
の
方
を

「
世
話
や
き
隊
」
と
し
て
登
録
し
、

結
婚
に
結
び
つ
け
る
カ
ッ
プ
ル
応

援
事
業
で
は
、
予
算
は
2
組
の
奨

励
金
し
か
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

平
成
31
年
度
の
成
婚
数
の
目
標
は
。

 

総
務
部
長 　
こ
れ
ま
で
の
成
婚

数
に
20
組
を
増
し
て
、
1
3
5
組

を
目
標
と
考
え
て
い
る
。

 

議
員 

　
国
見
町
多
比
良
港
埋
立

地
の
購
入
予
定
時
期
と
吾
妻
町
町

下
埋
立
地
の
用
途
変
更
及
び
追
加

埋
立
地
の
申
請
予
定
時
期
は
。

 

産
業
部
長 　
町
下
埋
立
地
用
途

変
更
図
書
を
6
月
下
旬
完
成
し
、

そ
の
後
県
へ
申
請
予
定
。
追
加
埋

立
地
申
請
書
類
を
11
月
上
旬
完
成

し
、そ
の
後
県
へ
申
請
予
定
で
あ
る
。

 

議
員 

　
多
比
良
港
埋
立
地
の
購

入
は
資
料
に
よ
る
と
11
月
頃
仮
契

約
、
平
成
32
年
1
月
頃
本
契
約
予

定
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
埋
立
地

と
も
企
業
誘
致
用
地
へ
の
早
期
の

整
備
を
期
待
す
る
。

人口減少問題への取組

 

議
員 

　
小
浜
消
防
署
は
、
昭
和

47
年
に
建
設
さ
れ
、
築
47
年
に
な

る
。
老
朽
化
が
進
み
、
場
所
も
狭

く
不
便
な
場
所
で
あ
る
。
県
央
消

防
署
管
内
に
お
い
て
も
、
次
の
建

替
時
期
に
来
て
い
る
分
署
も
あ

る
。
署
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
が
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

 

市
長 　
小
浜
消
防
署
の
建
替
候

補
地
を
検
討
す
る
際
の
前
提
条
件

で
あ
っ
た
、
市
南
部
地
区
へ
の
分

署
増
設
が
結
果
と
し
て
か
な
わ
な

か
っ
た
。
小
浜
消
防
署
の
建
設
位

置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
現
在
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

係
る
小
浜
地
区
の
公
共
施
設
の
方

向
性
を
踏
ま
え
て
、
一
旦
整
理
を

行
い
、
改
め
て
開
催
予
定
の
雲
仙

市
消
防
力
向
上
対
策
検
討
委
員
会

の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
雲

仙
市
の
救
急
消
防
力
の
強
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
建
設
位
置
の
決
定

に
取
り
組
む
。

 
市
民
生
活
部
長 　
雲
仙
市
消
防

力
向
上
対
策
検
討
委
員
会
を
開
催

で
き
る
よ
う
検
討
資
料
の
準
備
を

進
め
早
期
に
開
催
し
、
早
く
方
針

を
示
す
よ
う
努
力
す
る
。

他
の
質
問

・�

農
林
水
産
振
興
計
画
（
後
期
）

の
内
容
と
策
定
後
の
活
用
は
。

・�

新
規
就
農
者
移
住
促
進
の
取
り

組
み
は
。

・�

雲
仙
警
察
署
の
移
設
に
つ
い

て
、
交
通
拠
点
で
あ
る
愛
野
町

へ
の
移
設
の
考
え
は
。

・�

土
地
改
良
区
の
統
合
に
対
す
る

市
の
考
え
は
。

小浜消防署の建替えは

松
まつお

尾　文
ふみあき

昭議員

取
組
成
果
と
人
口
推
移

埋
立
地
の
整
備
予
定

新
年
度
の
取
組
事
業

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

小浜消防署
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金澤市政のここが聞きたい

望洋荘、今後の運営は

 

議
員 

　
来
年
度
か
ら
の
営
業
内

容
と
今
後
の
管
理
・
運
営
の
方
法

は
ど
う
な
る
の
か
。

 

市
長 　
望
洋
荘
は
昭
和
40
年
10

月
に
開
設
し
て
以
来
、
築
52
年
が

経
過
し
て
お
り
施
設
の
老
朽
化
・

利
用
者
の
減
少
な
ど
の
問
題
を
抱

え
直
営
に
よ
る
継
続
運
営
が
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
度
、

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受

け
、
宿
泊
と
食
事
提
供
を
3
月
末

で
休
止
し
、
4
月
か
ら
は
浴
場
、

売
店
、
休
憩
利
用
に
よ
る
営
業
を

当
面
行
う
こ
と
と
し
、
再
来
年
度

か
ら
は
指
定
管
理
制
度
に
よ
る
運

営
と
す
る
準
備
を
進
め
る
予
定
で

あ
る
。

 

議
員 

　
地
域
防
災
力
向
上
の
取

り
組
み
は
。

 

市
民
生
活
部
長 　
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

地
域
防
災
力
の
向
上
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
防
災
と
危
機
管
理
に
関

す
る
高
い
知
識
を
有
す
る
危
機
管

理
専
門
員
を
配
置
し
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
や
活
動
支
援
を
行
い

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

 

議
員 

　
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
基
盤
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

 

総
務
部
長 　
雲
仙
市
の
高
速
通

信
回
線（
光
通
信
網
）の
整
備
率
は

34
・
6
％
と
低
い
た
め
、
こ
の
通

信
網
の
整
備
を
民
間
事
業
者
へ
の

1
0
0
％
補
助
に
よ
り
整
備
す
る
。

 

議
員 

　
今
回
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
の
整
備
に
よ
り
雲
仙
市
の

地
域
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

 

議
員 

　
野
犬
に
関
す
る
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
相
談

件
数
及
び
そ
の
対
策
は
。

 
市
長 　
平
成
30
年
度
の
野
犬
の

捕
獲
依
頼
が
13
件
、
児
童
生
徒
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
相
談
が
10
件

あ
っ
て
い
る
。
野
犬
の
出
没
は
市

民
に
恐
怖
感
を
与
え
、
ま
た
、
住

環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
な
ど
、

市
民
生
活
に
身
近
な
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
事
前
の
対
応
策
と

被
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
改
め
て

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

教
育
次
長 　
学
校
で
は
、
野
犬

に
対
す
る
具
体
的
な
安
全
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
総
合
支
所
等
に
報

告
を
し
、
確
認
や
捕
獲
等
の
依
頼

も
行
っ
て
い
る
。

 

議
員 

　
野
犬
に
餌
づ
け
し
て
い

る
方
が
い
る
と
の
苦
情
が
あ
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

 

環
境
水
道
部
長 　
保
健
所
と
連

携
し
て
、
該
当
者
へ
指
導
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

 
議
員 

　
カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
と

し
て
、
近
隣
市
で
は
捕
獲
お
り
の

導
入
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

に
お
け
る
導
入
の
考
え
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
J
A
等
と
の
協
力
体

制
は
。

 

産
業
部
長 　
防
護・す
み
分
け・

捕
獲
対
策
が
基
本
な
の
で
、
こ
の

三
対
策
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
。
こ
れ
を
各
種
有
害
鳥
獣
対
策

研
修
会
で
周
知
し
な
が
ら
、
J
A

等
と
も
協
力
し
、
研
究
し
て
い
き

た
い
。

 

議
員 

　
市
民
へ
被
害
が
及
ば
な

い
よ
う
、
野
犬
・
カ
ラ
ス
の
捕
獲

方
法
を
更
に
研
究
し
て
ほ
し
い
。

野犬・カラス等の対策

小
おばた

畑　吉
よしとき

時議員

大
おおやま

山　真
しんいち

一議員

今
後
の
望
洋
荘
運
営
方
針

地
域
防
災
体
制
の
強
化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ま
ち
づ
く
り
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一般質問

 

議
員 

　
長
崎
県
が
主
体
と
な
り

島
原
半
島
等
に
お
け
る
再
エ
ネ
活

用
型
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

 

市
長 　
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所
建
設

は
、畜
糞
を
廃
棄
物
で
は
な
く
資
源

と
し
て
活
用
で
き
、他
地
域
へ
の
波

及
効
果
も
期
待
で
き
る
事
業
で
、県

への
協
力
を
積
極
的
に
し
て
い
く
。

 

環
境
水
道
部
長 　
将
来
的
に
は

半
島
内
に
3
7
0
k
w
規
模
の
プ

ラ
ン
ト
7
基
、
30
k
w
規
模
を
7

基
、
雲
仙
市
内
の
吾
妻
西
イ
ン

タ
ー
付
近
と
小
浜
町
諏
訪
の
池
付

近
の
2
箇
所
が
候
補
地
と
し
て
検

討
さ
れ
て
い
る
。

 

議
員 

　
種
子
法
と
は
、
戦
後
食

料
不
足
で
特
に
大
切
な
食
料
、
コ

メ
、
麦
、
大
豆
の
穀
物
類
の
増
産

を
図
る
目
的
だ
っ
た
。
国
は
、
都

道
府
県
に
米
等
の
奨
励
品
目
を
決

定
す
る
為
の
試
験
や
原
種
の
生
産

を
一
律
に
義
務
づ
け
、
各
農
家
や

農
協
に
安
く
配
分
し
て
作
付
け
し

て
も
ら
う
。
そ
の
法
律
が
種
子
法

だ
。
そ
の
後
、
穀
物
不
足
は
徐
々

に
解
消
し
、
昭
和
40
年
前
半
に
は

過
剰
生
産
と
な
り
昨
年
、
種
子
法

廃
止
と
な
っ
て
い
る
。
雲
仙
市
の

農
業
に
対
す
る
影
響
を
尋
ね
る
。

 

産
業
部
長 　

種
子
法
の
廃
止

後
、
国
は
、
都
道
府
県
の
種
子
生

産
の
取
り
組
み
が
後
退
し
な
い
よ

う
地
方
交
付
税
が
確
保
さ
れ
て
い

る
。
長
崎
県
も
主
要
農
作
物
種
子

制
度
基
本
要
綱
及
び
運
用
を
制
定

し
、
こ
れ
ま

で
通
り
県
が

責
任
を
も
っ

て
種
子
の
生

産
、
管
理
に

関
っ
て
い
く

と
明
記
さ

れ
、
本
市
へ

の
影
響
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

湿潤系バイオマスは

 

議
員 

　
国
民
宿
舎
望
洋
荘
の
飲

食
料
品
の
購
入
問
題
に
つ
い
て
4

点
を
尋
ね
る
。
①
特
定
の
仕
入
れ

品
の
購
入
先
に
偏
り
が
あ
っ
た

件
、
②
こ
れ
に
つ
い
て
の
監
査
委

員
の
見
解
、
③
最
終
的
な
解
決
方

法
、
④
今
後
の
対
策
。
以
上
だ
。

 

市
長 　
特
に
鮮
魚
の
仕
入
れ
は

偏
っ
て
お
り
、
平
等
性
を
欠
く
。

以
前
か
ら
慣
例
的
に
料
理
長
が
仕

入
れ
を
行
っ
て
き
た
た
め
、
公
的

施
設
の
運
営
で
あ
る
と
の
認
識
不

足
が
あ
っ
た
。
市
に
も
管
理
不
行

き
届
き
な
点
が
あ
っ
た
。

 

代
表
監
査
委
員 　

市
職
員
に

と
っ
て
い
ち
ば
ん
大
事
な
公
平
性

の
問
題
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い

る
。
地
方
公
務
員
法
第
30
条
、「
す

べ
て
職
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務

し
、且
つ
、職
務
の
遂
行
に
当
た
っ

て
は
、
全
力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
専

念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

る
。
こ
れ
を
守
ら
な
い
と
今
後
も

同
じ
よ
う
な
問
題
が
出
て
く
る
。

 

総
務
部
長 　
担
当
職
員
の
処
分

に
つ
い
て
は
、
懲
戒
審
査
委
員
会

で
処
分
審
査
を
行
う
。

 

産
業
部
長 　
望
洋
荘
で
は
、
本

年
度
末
で
宿
泊
、
食
事
提
供
を
休

止
す
る
。
3
月
末
ま
で
は
輪
番
制

で
仕
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

 

議
員 

　
議
論
を
聞
い
て
の
市
長

の
決
意
は
ど
う
か
。

 

市
長 　

監
督
不
行
き
届
き
が

あっ
た
こ
と
を
改
め
て
お
詫
び
す
る
。

望洋荘の仕入れで偏り

種
子
法
が
も
た
ら
す
影
響
は

上
うえだ

田　篤
あつし

議員

島
原
半
島
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は平

ひらの

野　利
としかず

和議員

望洋荘

バイオガス発電の仕組み（畜ふん・生ゴミ）

家畜糞尿

発酵

バイオガス

ガスタービン

発電機

食品廃棄物

15 雲仙市議会だより●第60号（令和元年5月）



金澤市政のここが聞きたい

 

議
員 

　
出
生
率
を
あ
げ
る
こ
と

も
大
事
だ
が
、
若
年
女
性
の
人
口

減
少
が
問
題
で
あ
る
。
男
女
共
同

参
画
懇
話
会
の
提
言
ど
お
り
、
女

性
に
と
っ
て
働
き
や
す
く
、
子
育

て
の
し
や
す
い
雲
仙
市
に
な
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。

 

地
域
振
興
部
長 　
男
女
共
同
参

画
庁
内
推
進
会
議
に
お
い
て
、
懇

話
会
か
ら
の
提
言
を
調
査
・
研
究

し
、
女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
効
果

的
な
推
進
を
図
る
。

 
議
員 

　
寄
附
金
に
対
す
る
返
礼

品
に
、
飲
料
の
訪
問
販
売
に
よ
る

家
庭
へ
の
訪
問
や
、
墓
の
掃
除
、

空
き
家
に
な
っ
た
実
家
の
見
回
り

な
ど
、
役
務
の
提
供
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

 

総
務
部
長 　
総
務
省
通
達
の
要

件
に
触
れ
な
い
限
り
は
大
丈
夫
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

議
員 

　
い
よ
い
よ
基
金
の
取
り

崩
し
が
始
ま
る
。
今
後
の
財
政
運

営
は
。

 

市
長 　
重
要
な
施
策
の
財
源
確

保
は
、
合
併
特
例
措
置
の
終
了
時

期
を
見
据
え
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
事
業
効
果
検
証
を
徹
底
し
、
事

業
を
重
点
的
に
見
直
し
、
ま
た
は

廃
止
と
す
る
な
ど
、
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
事
業
の
重
点
化
と
行
政

コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

女性が活躍できる市へ

 

議
員 

　
昨
年
度
末
で
木
指
小
学

校
が
、
今
年
度
末
で
富
津
小
学
校

が
閉
校
と
な
り
、
来
年
度
は
雲
仙

小
学
校
が
閉
校
の
予
定
だ
と
聞

い
て
い
る
。

　
保
護
者
の
方
か
ら
は
、
教
育
環

境
の
向
上
だ
と
か
、
通
学
時
の
安

全
確
保
な
ど
を
望
む
声
を
聞
い
て

い
る
。
そ
こ
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
導
入
が
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

 

教
育
次
長 　
現
在
、
市
で
は
公

共
交
通
機
関
の
路
線
が
あ
る
場
合

は
、
定
期
券
な
ど
の
運
賃
を
補
助

す
る
通
学
方
法
を
原
則
と
し
て
い

る
。
理
由
と
し
て
は
、
行
政
か
ら

の
目
線
だ
が
、
公
共
交
通
機
関
の

確
保
、
ダ
イ
ヤ
の
確
保
と
い
う
こ

と
が
非
常
に
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
減
便
な
ど
地
域
の
方
々

の
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
、
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
の
利

用
者
を
増
や
し
、
維
持
し
た
い
。

 

議
員 

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
一
般

の
方
は
乗
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

 

総
務
部
長 　
児
童
・
生
徒
の
登

下
校
に
支
障
が
な
い
限
り
、
通
学

以
外
の
目
的
で
の
運
行
、
乗
合
バ

ス
と
同
様
の
使
い
方
は
可
能
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
る
。

 

議
員 

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
営

費
の
約
一
千
万
円
を
丸
々
市
が
負

担
し
て
い
る
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
す
る
と
一
台
当
た
り
6
1
4
万

円
ほ
ど
地
方
交
付
税
で
国
か
ら
み

て
も
ら
え
る
の
で
は
。

 

総
務
部
長 　
運
転
手
の
確
保
、

タ
ク
シ
ー
会
社
と
の
折
り
合
い
な

ど
い
ろ
ん
な
想
定
が
必
要
と
な
る
。

スクールバスの導入を

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員

学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
必
要

と
な
る
交
通
機
関
は

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員

人
口
減
少
対
策

財
政
計
画

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
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一般質問

出会い・結婚支援拡充
 

議
員 

　
新
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
（
今
年
度
の
目
玉
施
策
）、

出
会
い
か
ら
結
婚
、
子
育
て
に
わ

た
る
切
れ
目
な
い
支
援
と
銘
打

ち
、
こ
れ
ま
で
よ
り
出
会
い
・
結

婚
支
援
の
施
策
が
あ
る
よ
う
だ
。

施
策
自
体
は
い
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
施
策
実
施
の
根
拠
は
県
の
統

計
と
分
析
に
起
因
す
る
と
思
う

が
、
ど
の
様
な
統
計
・
分
析
か
。

 

市
長 　
県
に
よ
る
と
合
計
特
殊

出
生
率
は
、
女
性
の
婚
姻
率
と
婚

姻
女
性
の
出
生
率
に
要
因
分
解
で

き
、
本
市
の
変
化
量
の
分
析
で
、

婚
姻
女
性
の
出
生
率
は
上
昇
し
て

い
る
が
、
女
性
の
婚
姻
率
が
低
下

し
て
い
る
、
と
い
う
分
析
結
果
で

あ
っ
た
為
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供

を
増
や
す
に
は
、
成
婚
数
を
増
や

す
取
り
組
み
が
効
果
的
で
あ
る
と

判
断
し
実
施
す
る
。

 

議
員 

　
当
然
の
分
析
結
果
だ
と

思
う
が
、
も
っ
と
早
く
市
で
出
来

な
か
っ
た
の
か
。

 

総
務
部
長 　
市
で
は
出
生
数
を

伸
ば
す
為
に
育
児
が
楽
に
な
る
施

策
に
力
を
入
れ
て
い
た
が
、
結
婚

す
る
有
配
偶
率
が
平
均
以
下
と
出

た
為
に
結
婚
数
を
伸
ば
す
こ
と
が

最
も
効
果
的
だ
と
い
う
こ
と
が
今

回
示
さ
れ
た
。

 

議
員 

　
今
後
の
成
婚
数
、
出
生

数
の
年
間
の
目
標
は
。

 

総
務
部
参
事
監 　
成
婚
数
の
目

標
は
来
年
度
1
3
5
組
、出
生
数
の

目
標
は
3
年
後
3
4
3
人
で
あ
る
。

 

議
員 

　
新
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
（
今
年
度
の
目
玉
施
策
）

等
、
せ
っ
か
く
の
い
い
施
策
も
市

内
外
の
方
に
知
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
施
策
の
効
果
を
減
じ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
市
全
体
の
P
R

が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
。

 

総
務
部
長 　
市
外
に
対
し
て
の

P
R
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

利
用
す
る
方
法
を
考
え
て
み
た
い
。

 

議
員 

　
移
住
定
住
、
物
販
、
観

光
等
の
振
興
に
は
雲
仙
市
全
体
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
一
番
必

要
だ
と
思
う
。

自治体職員の資質向上

 

議
員 

　
市
民
か
ら
職
員
に
対
す

る
苦
情
が
届
い
て
い
る
が
、正
規・

非
正
規
職
員
の
形
態
と
資
質
向
上

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

 

市
長 　
そ
の
都
度
文
書
で
全
職

員
へ
注
意
喚
起
を
促
し
、
指
導
や

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
職
員
の
育
成
、
効
果

あ
る
研
修
等
を
実
施
し
、
さ
ら
な

る
資
質
向
上
に
努
め
る
。

 

議
員 

　
市
が
管
理
し
て
い
る
河

川
数
と
そ
の
状
況
、
防
災
上
危
険

な
河
川
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

 

建
設
部
長 　
総
数
1
3
8
本
、

危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
は
自
治
会

長
や
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

情
報
を
も
と
に
担
当
者
が
現
地
調

査
を
し
て
い
る
。
県
の
管
理
分
は

島
原
振
興
局
へ
情
報
を
提
供
し
て

お
り
、
市
の
管
理
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
対
応
し
て
い
る
。
河
川
の

適
正
な
管
理
は
防
災
面
か
ら
も
大

変
重
要
と
考
え
、
可
能
な
限
り
早

期
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
県
に
要

請
し
て
い
く
。
千
々
石
川
の
大
木

化
し
て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
強
く

要
望
し
て
い
く
。

 

議
員 

　
淡
水
魚
の
養
殖
事
業
は

今
後
の
地
域
活
性
化
や
人
口
増
、

雇
用
促
進
に
有
効
だ
と
考
え
る
。

視
察
研
修
等
を
実
施
し
て
研
究
し

て
い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

 

産
業
部
長 　
産
業
振
興
、
雇
用

の
場
と
し
て
も
成
果
が
現
れ
て
い

る
状
況
だ
と
聞
い
て
お
り
、
産
業

振
興
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
産
業
と
し
て
可
能
性
が
あ
る

も
の
に
対
し
て
は
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
。

他
の
質
問

・
エ
ア
コ
ン
設
置
遅
延
に
つ
い
て

職
員
の
資
質
向
上
策
は

市
の
河
川
管
理
は

淡
水
魚
養
殖
推
進
事
業

酒
さかい

井　恭
きょうじ

二議員

矢
やざ き

﨑　勝
かつみ

己議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

議
員 

　
警
察
庁
の
発
表
に
よ
る

と
、
警
察
に
届
け
出
の
あ
っ
た
認

知
症
の
行
方
不
明
者
は
平
成
17

年
、
一
年
間
で
1
万
5
8
6
3
人

（
男
性
8
8
5
1
人
、
女
性
7

0
 

1

2
人
）
で
、
平
成
12
年
以
降
増

加
傾
向
と
い
う
。
17
年
中
に
所
在

が
分
か
っ
た
総
数
は
1
万
5
7
6

人
で
4
7
0
人
は
死
亡
し
て
い
た
。

　
発
見
が
早
け
れ
ば
、
亡
く
な
ら

ず
に
済
ん
だ
人
も
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。
市
は
高
齢
者
見
守
り
に
つ

い
て
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

 

市
長 　
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

を
目
的
に
、
雲
仙
市
社
会
福
祉
協

議
会
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
、
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
や
自
治
会
長
連
合

会
等
の
代
表
者
を
委
員
と
す
る
市

高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
認
知
症

等
の
高
齢
者
へ
の
適
切
な
支
援
、

徘
徊
高
齢
者
等
の
見
守
り
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。

 

健
康
福
祉
部
長 　
雲
仙
市
高
齢

者
等
S
O
S
オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
徘
徊
高
齢
者
の
個
人
情

報
、
緊
急
連
絡
先
等
を
登
録
申
請

し
て
も
ら
い
Q
R
コ
ー
ド
ス
テ
ッ

カ
ー
を
、
服
や
靴
等
目
立
つ
場
所

に
張
り
、
発
見
さ
れ
た
場
合
、
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
も
の
で
現
在

利
用
者
は
19
人
で
あ
る
。

　
介
護
を
必
要
と
判
定
さ
れ
た
認

知
症
の
方
は
1
7
4
4
人
で
あ
る
。

（
平
成
28
年
度
末
）

命を守るステッカー

 
議
員 

　
こ
れ
か
ら
の
各
種
事
業

の
推
進
は
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

を
加
速
さ
せ
、
選
択
と
集
中
を
図

り
、
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
部
局

が
横
断
し
て
、
全
庁
的
に
連
携
し

取
り
組
む
こ
と
が
大
変
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
今
回
の

子
育
て
施
策
に
関
す
る
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
取
り
組
み

を
ど
う
評
価
し
、
今
後
ど
の
様
な

体
制
や
取
り
組
み
で
、
雲
仙
市
を

発
展
さ
せ
て
行
く
の
か
。

 

市
長 　
新
た
な
子
育
て
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各
課
が
所

管
す
る
事
業
を
個
別
に
検
討
す
る

事
に
加
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
と
い
う
形
で
他
部
局
と
共
有
す

る
こ
と
で
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
切
れ
目
な
い
一
連
の
取
り
組

み
を
効
率
よ
く
取
り
ま
と
め
る
事

が
で
き
た
。
人
口
減
少
対
策
な
ど

行
政
課
題
が
広
範
に
お
よ
び
複
雑

化
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
部

局
を
横
断
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
協
議
が
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
は
、
大
変

有
効
で
あ
り
、
今
後
も
必
要
に
応

じ
て
活
用
す
る
。

 
議
員 

　
空
き
家
等
の
適
正
な
管

理
を
行
う
た
め
に
老
朽
危
険
家
屋

等
の
対
策
は
、
ど
の
様
に
進
め
る

の
か
。
本
市
に
お
い
て
、
こ
の
対

策
計
画
の
策
定
と
条
例
の
制
定
、

空
き
家
等
対
策
協
議
会
の
設
置
を

早
急
に
図
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

 

市
民
生
活
部
長 　
空
き
家
等
対

策
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中

の
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
来
年
度
中
に
は
、
本

市
条
例
の
制
定
と
協
議
会
の
設
置

へ
向
け
て
取
り
組
む
。

他
の
質
問

・
学
校
給
食
費
補
助
は
。
他
2
件

市民の暮らしと安心
人
口
減
少
問
題
等
の
重
要
施

策
へ
取
り
組
む
体
制
は

空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
、

老
朽
危
険
家
屋
の
対
策
は

深
ふかほり

堀　善
よしあき

彰議員

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー

QRコードステッカー（見守りステッカー）
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一般質問

 
議
員 

　
千
々
石
川
の
環
境
は
著

し
く
悪
化
し
て
い
る
が
、
現
況
の

把
握
と
対
策
は
ど
の
よ
う
に
講
じ

て
行
く
の
か
。

 

市
長 　
防
災
減
災
の
視
点
か
ら

管
理
者
で
あ
る
県
へ
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
く
適
切
な
維
持
管
理
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
河
川
の
適
正

な
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
協
議
を

進
め
る
。

 

議
員 

　
市
で
は
、
平
成
24
年
に

雲
仙
市
環
境
都
市
宣
言
が
な
さ
れ

て
、
市
民
一
人
一
人
が
心
豊
か
さ

を
感
じ
取
れ
る
よ
う
自
然
と
共
生

す
る
社
会
を
目
指
し
、
環
境
政
策

に
取
り
組
ん
で
行
く
と
あ
る
が
、

千
々
石
川
を
含
め
て
、
今
後
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
様
に
取

り
組
む
の
か
。

 
市
長 　
毎
年
実
施
し
て
い
る
県

へ
の
要
望
で
、
具
体
的
に
河
川
名

を
あ
げ
て
、
適
正
な
維
持
管
理
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
求
め
る
と

と
も
に
、
河
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や

除
草
作
業
を
行
う
嘱
託
職
員
を
配

置
す
る
新
た
な
取
り
組
み
を
進

め
る
。

 

議
員 

　
千
々
石
川
に
特
化
し
て

活
用
で
き
る
千
々
石
川
環
境
保
全

基
金
で
、
も
う
少
し
環
境
の
よ
い

千
々
石
川
に
す
る
考
え
は
。

 

環
境
水
道
部
長 　

こ
れ
ま
で

に
、
基
金
を
活
用
し
清
掃
活
動
が

実
施
さ
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

千
々
石
川
の
環
境
保
全
に
努
め
る
。

千々石川の管理運営は

議会 のう ごき
2月17日（日）
　雲仙市立富津小学校の閉校
記念式典が富津小学校で開催さ
れ、元村議長をはじめ多くの議員
が出席しました。
　富津小学校は、明治20年に富
津簡易小学校として創立され、昭
和22年に富津小学校と名称を改
称し、本年まで131年間の永きに
わたり、4,500名を超える多くの
卒業生を輩出しました。
　地元に親しまれた小学校が閉校
になるのはとても寂しい限りです
が、在校生の皆さんは小浜小学校
で沢山の友達を作ってください。

佐
さとう

藤　義
よしたか

隆議員

管
理
運
営
の
対
策
は

千々石川の現状
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編 集 後 記

議会を傍聴してみませんか？
令和元年第1回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は

6月6日（木）～ 7月5日（金）です
■一般質問　　6月17日（月）～ 6月20日（木）
■議案質疑　　6月24日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　6月25日（火）
　　産業建設常任委員会　　6月25日（火）・26日（水）
　　総務常任委員会　　　　6月26日（水）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

　新元号が「令和」となり初めての
議会だより発行です。そして第60号
ときりのよい数字の編集後記となり
ました。平成最後の定例会では14名
の議員が一般質問を行い市政を正し
ました。本年度より新たな子育て支援
事業として「新・子育て応援パッケー
ジ」が制度化されました。少しでも
成婚率が増え少子化対策につながる
ことを願っております。「令和」の
時代が雲仙市にとってすばらしい時代
になるよう、市民のみなさんととも
に頑張りましょう。�（藤本淳次郎）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　渡辺勝美
副委員長　平野利和
委　　員　矢㟢勝己、大山真一
　　　　　山本松一、藤本淳次郎

3月17日（日）
　地域高規格道路「島原道路」建設促進大会が
国見町文化会館で開催され、元村議長をはじめ多
くの議員や関係者が出席しました。
　島原道路は、諫早ICから南島原市深江町までの
延長約50kmで計画されていますが、現在完成して
いるのは約17kmであり、未供用区間は整備中の区
間を併せて約33kmとなっています。
　今後とも引き
続き、地域が一
丸となって早期
完成を目指し、
関係機関に働き
かけを行ってま
いります。

会計年度の元号による表示について
　市の予算などにつきましては、5月1日以降『令和
元年度』と表示します。ただし、議案名や議事録につ
いては『平成』の表記が残ります。

お知らせ

議会 のう ごき
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